
（様式①）

[こども青少年局] ６款２項４目 放課後児童育成費 （単位：千円）

総額 一財+市債 総額 一財+市債 総額 一財+市債

93
放課後キッズクラブ事
業

7,703,727 3,597,278 7,750,171 3,546,177 ▲ 46,444 51,101 ○

94
特別支援学校はまっ子
ふれあいスクール事業

87,638 68,694 87,306 68,362 332 332 ○

95 放課後児童クラブ事業 3,102,738 1,204,742 3,158,822 1,194,450 ▲ 56,084 10,292 ○

96 プレイパーク支援事業 32,594 21,730 32,594 21,730 0 0

97

児童福祉施設等におけ
る感染症拡大防止対策
事業

486,700 182,036 673,200 224,400 ▲ 186,500 ▲ 42,364

98

小学校建替え等に伴う
放課後キッズクラブ整
備事業

265,044 142,184 0 0 265,044 142,184 ○

計 11,678,441 5,216,664 11,702,093 5,055,119 ▲ 23,652 161,545

事　業　計　画　書　目　次

新
規
・
拡
充

計画
書頁 事　　業　　名

令和５年度 令和４年度 増△減（５－４）
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(様式②-1）

局 課

□ 施設等整備費 ■ その他

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

②

③

係

実績 34,593 36,690

放課後キッズクラブ修繕事業

目標 26,260 27,338 28,416 37,401 37,756

85.0% ―

実績 ―

目標 ― ―

事業評価書番号 6-2-4　1
事業区分

歳出予算科目 6 2 4

令和　５年度　事業計画書

事業局課 こども青少年 放課後児童育成
新規拡充 □ 新規 ■ 拡充

68,332 64,227 4,105
LED化推進、施設台帳委
託

72.6% 76.7% 80.8%

5 施策指標 ①

前年度事業名称 放課後キッズクラブ事業

区　分 金　額 国

会計一般

放課後キッズクラブ事業

枝番号

政策番号 2 政策指標 ②事業名称

財　源　内　訳

確保方策※
単位

人

一 般 財 源 等

施策番号

県 諸収入 市債 一般財源

2,537,174
令和５年度 7,703,727 2,215,159

単独事業

1,891,150 140 2,000 3,595,278
補助事業 6,645,483 2,215,159 1,891,150 0 2,000

1,058,10401,058,244 0 0 140
令和４年度 7,750,171 2,328,995 1,874,916 83 9,000

58,101
3,537,177

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減 △ 46,444 △ 113,836 16,234 57 0 △ 7,000

予
算

5,579,197 6,112,978 6,444,637 7,768,310 7,845,993 7,924,452

2,782,741 3,408,267 3,453,253 3,616,497 3,652,661 3,689,187

８年度

決
算

5,632,252 5,351,256 6,019,014

2,746,325 2,411,407 2,450,528

根拠法令・方針決裁等 児童福祉法、横浜市放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する条例、放課後キッズクラブ事業実施要綱 等

事業指標 年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度

事業概要
全ての子どもたちを対象に、小学校施設を活用した「遊びの場」と「生活の場」を兼ね備えた安心で快適な放課後の居場所を提供し、
児童の創造性、自主性、社会性などを養います。

事業開始年度 平成16年度

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

68.5%

7,656,534 ▲ 21,139 実績の減による減

課長 係長

放課後キッズクラブ整備事業 0 29,410 ▲ 29,410
「小学校建替え等に伴う
放課後キッズクラブ整備
事業」に移行

本資料は、公正・適正に作成しました。 佐藤　治憲 唐澤　英和 前川　健

人

事業スケジュール

・平成16年度：事業開始
・平成25年度：市長方針決裁（全小学校への設置）
・平成29年度～：学校建替えに伴う対応
・令和元年度：全校転換完了、見直しの検討着手
・令和３年度：見直しの実施（短時間の預かりを目的とした「区分」の創設等）
・令和４年度：見直しの実施（長期休業期間中の開所時間の前倒し、７・８月の割増料金の設定等）

細事業
（事業内訳）

細事業名称 ５年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

放課後キッズクラブ事業（運営） 7,635,395

細事業合計 7,703,727 7,750,171 ▲ 46,444

　現在、都市化の影響によって、子どもが自由に遊ぶことのできる身近にある空き地や遊び場が減少しており、また、女性の社会進出
や核家族化等の社会環境の変化に伴い、留守家庭児童等が増加しています。そのため、普段使い慣れている小学校を活用し、安全で快
適な放課後の居場所を提供することが必要です。
　令和２年４月に、全ての小学校において、放課後キッズクラブが開設されたことで留守家庭児童等への対応が可能となりました。全
校設置が完了したことを踏まえ、「遊びの場」、「生活の場」それぞれの事業内容を強化するとともに、質的充実と安定的な運営を実
現していくために令和３年度には、放課後キッズクラブが保護者の多様な働き方にあわせて安定的に利用できるものとなるよう、留守
家庭児童等を対象とした「区分」を創設しました。また、令和４年度には、利用者等の要望を踏まえ、土曜日を除く学校休業日の開所
時間の前倒しなどを行いました。
　今後は、一層、安全・安心な放課後の居場所を提供することができるよう、質の向上に向けた支援を進めます。

根拠・データ等

・横浜市子ども・子育て支援事業計画
～子ども、みんなが主役！よこはまわくわくプラン～

・第２期横浜市子ども・子育て支援事業計画
～子ども、みんなが主役！よこはまわくわくプラン～

※「登録児童数」は、放課後児童クラブ及びはまっ子ふれあいスクールを含む数値。「確保方策」、「子どもが過ごす環境や安全対策
に関する満足度」は、放課後キッズクラブ及び放課後児童クラブの合計の数値

目標

子どもが過ご
す環境や安全
対策に関する

満足度※

単位

割合

実績 72,112 61739

100,000 100,000 100,000 100,000 100,000
登録児童数※

単位

1
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(様式②-1）

局 課

□ 施設等整備費 ■ その他

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

係

　一部の特別支援学校に設置されているはまっ子ふれあいスクールにおいては、学校施設を活用して、遊びを通じた異年齢児間の交流
の場を提供することにより、児童及び生徒の健やかな成長を支援し、創造性、自主性、社会性を養うことを促進しています。今後も社
会情勢の変化や、利用者の要望等を踏まえた事業運営を行っていく予定です。

根拠・データ等

・特別支援学校はまっ子ふれあいスクールの利用状況（５校）
学校在籍児童数合計：491人

　登録児童数合計：163人
　登録児童数平均：33人
　登録率：33.2％

目標 ５校

単位

実績 ５校

５校 ５校 ５校 ５校 ５校 ５校
設置校数

単位

箇所

事業スケジュール
・平成15年度　文部科学省の「学校・家庭・地域連携協力推進事業」の一つである「放課後子供教室」として開設
・平成22年度　特別支援学校５校（市立４校、県立１校）
・今後も継続して支援します。

細事業
（事業内訳）

細事業名称 ５年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

特別支援学校はまっ子ふれあいスクー
ル事業

87,638

細事業合計 87,638 87,306 332

課長 係長

本資料は、公正・適正に作成しました。 佐藤　治憲 山田　英二 杉本　昌樹

87,306 332
人材育成加算新設による
増

８年度

決
算

491,865 66,371 66,754

371,577 44,586 49,043

根拠法令・方針決裁等 ・社会教育法　・横浜市特別支援学校はまっ子ふれあいスクール事業要綱

事業指標 年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度

事業概要 児童及び生徒が通い慣れている学校施設を利用して、安全で健やかな放課後の居場所づくりを促進します。

事業開始年度 平成15年度

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

予
算

506,082 84,593 83,170 87,638 87,638 87,638

360,389 65,885 64,226 68,694 68,694 68,694

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減 332 0 0 0 0 0
令和４年度 87,306 18,944 0 0

332
68,362

単独事業

0 0 68,694
補助事業 56,832 18,944 0 0

30,80630,806 0 0 0

事業名称

財　源　内　訳

単位

一 般 財 源 等

施策番号

県 諸収入 市債 一般財源

37,888
令和５年度 87,638 18,944

5 施策指標 ①

前年度事業名称 特別支援学校はまっ子
ふれあいスクール事業

区　分 金　額 国

会計

特別支援学校はまっ子ふれあいスクール事業

枝番号

政策番号 2 政策指標

事業評価書番号 6-2-4 4
事業区分

歳出予算科目 6 2 4

令和　５年度　事業計画書

事業局課 こども青少年 放課後児童育成
新規拡充 □ 新規 ■ 拡充

実績

目標

実績

目標

2一般
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(様式②-1）

局 課

□ 施設等整備費 ■ その他

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

②

③

係

【放課後児童クラブ事業（運営）】
　本事業の実施により、留守家庭児童に安全・安心な放課後の居場所を提供することができます。

【放課後児童育成事業人材育成研修事業】
　放課後児童育成事業の従事者が必要な知識や技能等を習得することで、事業全体の質的拡充に繋げ、全ての子どもたちにとって一層
安全で豊かな放課後等の居場所を提供します。

【放課後児童支援員等人材確保支援事業】
　放課後児童健全育成事業所の人材確保を支援する取組を実施することで、安定的な事業運営に繋げ、全ての子どもたちにとって安全
で豊かな放課後等の居場所を提供します。

根拠・データ等

横浜市子ども・子育て支援事業計画
～子ども、みんなが主役！よこはまわくわくプラン～

第２期横浜市子ども・子育て支援事業計画
～子ども、みんなが主役！よこはまわくわくプラン～

※下記の事業指標については、放課後キッズクラブの放課後児童健全育成事業部分を含む。

目標 －

子どもが過ご
す環境や安全
対策に関する

満足度※

単位

割合

実績 34,593 36,690

26,260 27,338 28,416 37,401 37,756 －
確保方策※

単位

人

事業スケジュール

昭和38年度：事業開始
平成18年度：事業形態の変更（委託→補助）
平成26年３月：市長方針決裁（児童クラブの基準適合）
平成26年度～令和元年度：基準適合支援の実施

細事業
（事業内訳）

細事業名称 ５年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

放課後児童クラブ事業（運営） 3,091,238

細事業合計 3,102,738 3,158,822 ▲ 56,084

課長 係長

放課後児童支援員等人材確保支援事業 1,500 1,500 0

本資料は、公正・適正に作成しました。 佐藤　治憲 金原　宗武 稲垣　文哉

68.5%

3,149,322 ▲ 58,084
実績に伴う補助金の積算
の減による減

８年度

決
算

2,585,916 2,683,715 2,645,325

903,355 878,114 813,821

根拠法令・方針決裁等 児童福祉法、横浜市放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する条例、平成26年３月20日市長方針決裁 等

事業指標 年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度

事業概要
・子ども・子育て支援事業計画に定めた、放課後19時までの居場所を確保します。
・留守家庭児童に適切な遊び及び生活の場を与え、その健全な育成を図るため、運営費の一部を補助します。

事業開始年度 昭和38年度

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

予
算

2,733,796 2,600,310 2,853,246 3,133,765 3,165,103 3,196,754

921,989 914,446 1,035,134 1,216,789 1,228,957 1,241,247

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減 △ 56,084 △ 83,172 15,224 1,566 6 0
令和４年度 3,158,822 1,033,513 930,117 735 7 0

10,292
1,194,450

単独事業

945,341 2,301 13

13

0 1,204,742
補助事業 2,846,030 950,341 945,341 0 0 0

254,3940256,708 0 0 2,301

事業名称

財　源　内　訳

人材育成研修
受講率

単位

率

一 般 財 源 等

施策番号

県 諸収入 その他 市債 一般財源

950,348
令和５年度 3,102,738 950,341

5 施策指標 ①

前年度事業名称 放課後児童クラブ事業

区　分 金　額 国

会計一般

放課後児童クラブ事業

枝番号

政策番号 2 政策指標 ②

10,000 8,000 2,000
人材育成研修回数増によ
る増

72.6% 76.7% 80.8%

事業評価書番号 6-2-4　2
事業区分

歳出予算科目 6 2 4

令和　５年度　事業計画書

事業局課 こども青少年 放課後児童育成
新規拡充 □ 新規 ■ 拡充

100% 100%

実績 93.9% 97.1%

放課後児童育成事業人材育成研修事業

目標 100% 100% 100% 100% 100%

85.0% －

実績 －

目標 － －

3
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(様式②-1）

局 課

□ 施設等整備費 ■ その他

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

係

・公園等の一部を活用し、子どもの創造力を活かした自由な遊びができる「プレイパーク」の開催を支援することで、子どもの放課後
の居場所をより充実させます。
・自然の中での木登りや水遊びなど、日常なかなかできなくなった遊びの機会をつくり、子どもの健全育成を図ります。
・子どもやその保護者が遊ぶ場でコミュニケーションを図ることによる、地域のつながりづくりを進めます。
・プレイパーク支援事業は、行政の支援のもと、地域の方々が中心となり実施していく市民協働事業です。今後も引き続き乳幼児から
高校生、その保護者にとって、自然遊びを体験できる場及び地域の交流の場として活用されるよう、プレイパーク活動支援団体を支援
していく必要があります。

根拠・データ等

◇子ども・子育て支援事業計画(令和２年～６年度）における各種指標
【青少年の交流・体験活動の推進】
・令和５年度　675,058人/年（そのうち、プレイパーク支援事業単独での目標値：125,800人）
【プレイパーク支援事業の開催回数】
・令和４年度　1,265回/年

◇開催予定回数（申請回数）
・令和２年度　1,295回
・令和３年度　1,290回
・令和４年度　1,191回

目標 1,265

単位

実績 972 1,149

1,265 1,265 1,265 1265 1,265 1,265
開催回数

単位

事業スケジュール

・平成19年度　延べ開設数：８か所
・平成25年度　延べ開設数：25か所
・平成30年度　地域情報紙にて、プレイパーク紹介のコラム掲載（全６回）
・令和２年度　「おうちでプレイパーク」動画をWEBサイトへ掲載

細事業
（事業内訳）

細事業名称 ５年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

プレイパーク支援事業 32,594

細事業合計 32,594 32,594 0

課長 係長

本資料は、公正・適正に作成しました。 佐藤　治憲 金原 宗武 土橋 柚季乃

32,594 0

８年度

決
算

32,121 32,594 32,594

21,414 23,830 23,247

根拠法令・方針決裁等 社会教育法、横浜市プレイパーク運営支援要綱、横浜市プレイパーク支援事業補助金交付要綱

事業指標 年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度

事業概要 地域主体で、公園の一部を「子どもの自由な遊び場」として活用する、プレイパークの活動を支援します。

事業開始年度 平成19年度

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

予
算

32,121 32,594 32,594 32,594 32,594 32,594

21,414 21,730 21,730 21,730 21,730 21,730

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減 0 0 0 0 0 0
令和４年度 32,594 10,864 0 0 0 0

0
21,730

単独事業

0 0 0

0

0 21,730
補助事業 32,594 10,864 0 0 0 0

000 0 0 0

事業名称

財　源　内　訳

参加人数
単位

一 般 財 源 等

施策番号

県 諸収入 市債 一般財源

21,730
令和５年度 32,594 10,864

1 施策指標

前年度事業名称 プレイパーク支援事業

区　分 金　額 国

会計一般

プレイパーク支援事業

枝番号

政策番号 3 政策指標

事業評価書番号 ６-２-４　３
事業区分

歳出予算科目 6 2 4

令和　５年度　事業計画書

事業局課 こども青少年 放課後児童育成
新規拡充 □ 新規 □ 拡充

125,800 125,800

実績 93,742 121,242

目標 125,800 125,800 125,800 125,800 125,800

実績

目標

4
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(様式②-1）

局 課

□ 施設等整備費 ■ その他

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

②

③

係

- -

実績 - -

新型コロナウイルス感染症対策簡易改
修補助事業

目標 - - 275 70 -

- -

実績 -

目標 - -

事業評価書番号 6-2-4 5
事業区分

歳出予算科目 6 2 4

令和　５年度　事業計画書

事業局課 こども青少年 放課後児童育成
新規拡充 □ 新規

70,000 275,000 ▲ 205,000 補助対象施設減による減

- 36,000 -

99 施策指標

前年度事業名称 児童福祉施設等における
感染症拡大防止対策事業

区　分 金　額 国

会計一般

児童福祉施設等における感染拡大防止対策事業

枝番号

政策番号 7 政策指標事業名称

財　源　内　訳

改修
対象施設数

単位

施設

一 般 財 源 等

施策番号

県 諸収入 市債 一般財源

152,336
令和５年度 486,700 152,332

単独事業

152,332 0 0

0

0 182,036
補助事業 457,000 152,332 152,332 0 0 0

29,700029,700 0 0 0
令和４年度 673,200 224,400 224,400 0 0 0

△ 42,364
224,400

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減 △ 186,500 △ 72,068 △ 72,068 0 0 0

予
算

0 0 328,300 - - -

0 0 109,434 - - -

８年度

決
算

0 759,314 504,456

0 56,159 205,295

根拠法令・方針決裁等
放課後キッズクラブ事業費補助金交付要綱、放課後児童クラブ事業補助金交付要綱、横浜市放課後児童健全育成事業新型コロナウイル
ス感染症拡大防止対策補助金交付要綱

事業指標 年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度

事業概要 児童福祉施設等が感染拡大防止に資する抗原検査キットを各施設・事業者等に配付及び備品購入等に使用した経費を補助します。

事業開始年度 令和２年度

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

-

398,200 ▲ 11,200 実績に伴う減

課長 係長

抗原検査キット配付事業 29,700 0 29,700 新設

本資料は、公正・適正に作成しました。 佐藤　治憲 唐澤　英和 前川　健

施設

事業スケジュール 令和２年度事業開始

細事業
（事業内訳）

細事業名称 ５年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

児童福祉施設等における感染症拡大防
止対策事業補助金

387,000

細事業合計 486,700 673,200 ▲ 186,500

　児童福祉施設等は感染症のリスクが継続する中で、適切な防止対策を行った上で事業を継続することが求められることから、施設改
修や対象経費を支援することにより、児童福祉施設等の継続的な事業実施に向けた環境整備を図ることを目的とします。また、児童福
祉施設等が感染拡大防止に資する抗原検査キットを各施設・事業者等に配付します。

【対象経費】
　感染防止に資する衛生用品や備品購入費、感染対策に関する研修受講経費、感染症対策に関する業務の実施に伴う職員への手当等の
かかり増し経費、感染症対策のための改修等

【対象施設】
　放課後キッズクラブ
　放課後児童クラブ
　放課後児童健全育成事業所（放課後キッズクラブ及び放課後児童クラブを除く）

根拠・データ等 -

目標 -

配付数
単位

個

実績 548 548

- 589 581 575 - -
交付施設数

単位

5

□ 拡充
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(様式②-1）

局 課

■ 施設等整備費 □ その他

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

係

目標 -

単位

実績 5 12

5 12 14 15 18 -
建替え等
対応数

単位

箇所

単位

事業スケジュール

平成29年～令和元年：各年３校選定
令和２年～令和５年：各年６校選定（予定含む）
【建替えスケジュール（基本的なスケジュール）】
１年目　　　　　：　基本構想・・・計画条件の調査と検討及び施設構想計画
２年目　　　　　：　基本計画・・・設計条件の整理及び施設計画案、工事計画案等の策定
３年目～４年目　：　基本設計、実施設計・・・建替え工事についての具体的な設計図書の作成
５年目～　　　　：　建替え工事（既存校舎解体工事含む）

細事業
（事業内訳）

細事業名称 ５年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

放課後キッズクラブ整備事業 265,044

細事業合計 265,044 0 265,044

課長 係長

本資料は、公正・適正に作成しました。 佐藤　治憲 南雲　純子 戸松　光

0 265,044
「放課後キッズクラブ事
業」から移行、工事箇所
数の増による増

事業指標 年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度

事業概要

「横浜市立小・中学校施設の建替えに関する基本方針」に基づいた各小学校の建替えに伴い、放課後キッズクラブの整備を合わせて行
うため、整備に係る設計及び工事を実施します。
また、学校の統合、児童急増地域における教室不足対応としての仮設教室の設置及び増築等により発生する放課後キッズクラブの整備
について、児童の安全で快適な活動場所を確保します。

事業開始年度 令和元年度

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

【小学校建替え等に伴う放課後キッズクラブ整備】
　放課後キッズクラブは「遊びの場」と「生活の場」を兼ね備えた学校施設を活用した放課後の居場所として、全ての小学校において
開設しています。
　本市の市立学校は、大半が昭和40年代から50年代にかけて集中的に整備されたものであり、平成29年４月時点で築50年以上の学校数
は95校（全体の20%）、築40年以上の学校数は282校(全体の59%）にのぼることから、近い将来に耐用年数を超過する校舎の建替えを計
画的に進めていくこととしています。このため、学校施設で活動しているキッズクラブについても建替えに合わせた整備が必要となる
ことから、活動に必要な設備、基準条例に基づく面積を確保した専用室を整備していきます。

【不足教室対策】
　『公立義務教育諸学校の学級編制及び教職員定数の標準に関する法律』の改正により、小学校の学級編成の標準が40人から35人に段
階的に引き下げとなったこと、また児童の急増する地域等の教室不足や学校の統合等への対応のため、必要に応じて仮設教室設置、既
存教室の内部改修等への対応を行うことで、適正なキッズクラブの活動場所の確保を行います。

根拠・データ等

・横浜市子ども・子育て支援事業計画
～子ども、みんなが主役！よこはまわくわくプラン～

・第２期横浜市子ども・子育て支援事業計画
～子ども、みんなが主役！よこはまわくわくプラン～

※事業指標は建替え校等の内、各年度の実施設計及び工事を行う件数です。

決
算

0 0 0

0 0 0

根拠法令・方針決裁等 児童福祉法、横浜市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する条例、横浜市立小・中学校施設の建替えに関する基本方針　等

予
算

0 0 0 206,302 337,605 465,000

0 0 0 48,137 68,768 85,000

85,184
0

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

増△減 265,044 95,795 27,065 0 0 57,000

0 0
令和４年度 0 0 0 0

令和５年度 265,044 95,795

事業名称

財　源　内　訳

単独事業

27,065 0 0

0

区　分 金　額

補助事業 149,933 95,795 27,065 0 0
115,111

国

小学校建替え等に伴う放課後キッズクラブ整備事業 政策番号

0

政策指標 ②

一 般 財 源 等

施策番号

県 諸収入

-

24,000

5 施策指標 ①

-

57,000 85,184

８年度

枝番号

市債 一般財源

82,11133,000
3,073

0 0

2

事業区分

歳出予算科目 6 2 4

令和　５年度　事業計画書

事業局課 こども青少年 放課後児童育成
新規拡充 ■ 新規 □ 拡充

前年度事業名称

事業評価書番号

会計一般

目標

実績

目標

実績

6

98


	６款２項４目放課後児童育成費
	6-2-4_放課後キッズクラブ事業
	6-2-4_特別支援学校はまっ子ふれあいスクール事業
	6-2-4_放課後児童クラブ事業
	6-2-4_プレイパーク支援事業
	6-2-4_児童福祉施設等における感染拡大防止対策事業




